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(insulin specific glucose 6 phosphatase）ペプチドと
MHCとのテトラマーによる自己反応性CD8T細胞
の検出を試みました．結果，膵臓に存在する自己反応
性CD8T細胞のほとんどがNKG2Dを発現しており
ました．
自己反応性CD8T細胞がNKG2Dを発現している
ことがわかり，NKG2Dが自己免疫疾患の発症に関与
していることが示されたことから，我々はさらに，抗
NKG2D抗体で糖尿病の発症を抑制できるか否かを調
べることにしました．これまでの薬剤による介入試験
の結果，463の薬剤，321の論文発表がございますが，
ほとんどはEarly phaseからの投与での効果であり，
Late phaseでは，発症を抑制できるのは唯一抗CD3
抗体しかありません．そこで我々は，抗NKG2D抗体
による糖尿病の発症抑制試験を行いました．抗体投与
時期はLate phaseである 13週から25週まで行いま
した．驚くべきことに抗NKG2D抗体投与群では，完
全に糖尿病の発症を抑制することができ，NKG2Dが
自己免疫性糖尿病の新たな治療標的になりうることが
判明しました．
次に金属アレルギーの研究について紹介させていた
だきます．厚生労働省の調査によると金属アレルギー
を含むアレルギー性皮膚炎が増加していることが報告
されています．原因は，ピアスなどの装飾品，歯科補
綴治療，インプラントや義歯による治療があげられま
す．
そこで，私を中心として厚生労働省の研究班を組織
し，金属アレルギーの予防，診断，治療に役立つ理論
的基盤の確立を目指しております．動物モデルから金
属アレルギー発症の分子機構を解明しようとしており
ます．現状では適切な動物モデルがなく解析が難し
かったのですが，我々の研究班で独自に動物モデルを
開発しました．これは，Nature誌の newsに掲載され
世界的に高く評価されております．また，細菌成分に
よりアレルギーが発症，悪化している可能性を追究す
るために自然免疫系からも追究しております．さらに，
患者サンプルを用いた研究と動物実験を総合的に解析
し，新規診断治療法を開発しようとしております．
本年度からは，工学的アプローチを加え研究体制の
拡充を図っております．私も東北大学に所属し，総合
大学の利点を生かして，多くの研究者との共同研究を
通じて，研究を発展，展開させていただく予定です．今
後の展開としては，病態解明，溶出金属量の測定法の
開発，患者リンパ球の迅速，正確な診断法の開発を目
指したいと思います．
今後ともご支援いただけますようよろしくお願い申
し上げます．
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